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十
二
月
定
例
町
議
会
が
十
二
月
十
七
日
開
会

し
、

補
正
予
算
な
ど
十
二
議
案
等
を
審
議
し
ま

l
υ
h
~
。

審
議
案
件
に
つ
い
て
は

、

原
案
ど
お
り
可
決

ま
た
は
承
認
さ
れ

、

十
二
月
二
十
二
日
開
会
し

ま
し
た

。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

。

広報かわうち

補
正
総
額
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号
被
害
の
補
助
災
害
復
旧
費
な
ど
1

企

ス ト ッ ク ヤ ー ド (回~X した ビ ンま員、ペッ トボトルま買の{呆
管施設) の建設が予定されている清掃セ ンタ ー隣接地

補
正
後
の
予

算
額

八
五
二

、

六
五

一
千
円

圃

一

関
連
事
業
費

­

醐南
E
予
草

一

一
一
一
回

、

一
O
O
千
円

一

・
う

T
7
4

『

-
4
E
'

・

一O
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

一・
老
人
保
健
特
別
会
計

一
般
会
計
補
正
予
算

、

国
民
健
一
業
補
助
金

六
、

三
七
四

千
円
一

康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

、

老
一
O
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー

ド
建
設
工
事
費

一
老
人
医
療
給
付
費
負
担

金
な
ど

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

、

簡

一
ほ
か

一
五

、

O
九
O
千

円
一
で
補
正
予

算
額

易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
、
公

一O
河
川
災
害
関
連
改
良
事
業
費

一

八
一
、
七
二
九
千
円

共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
を

一

六
二

、

0
0
0
千
円

一
補
正
後
の
予
算
額

合
わ
せ
た
総
額

一
、

四
O
五

、

=
二
O
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
費

一

一
、

四

二
二

、

五
二
五
千
円

七
七
千
円

の
補
正
と
な
り
ま
し
一
六
八

九
、
三
五
四

千
円
一

た
。

一O
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

一圃
簡
易
水
道
特
別
会
計

一

三
O
七

、

一
O
O
千
円
一

一
O
人
件

費
一

簡
易
水
道
施

設
災
害
復
旧
費
な

圃

一
般
会
計

ム
三
三

、

八
五
二
千
円
一
ど
で
補
正
予

算
額

補
正
予
算
額

一

一

二
四

、

凹
四
四
千
円

一
、

O
七
五

、

七
九
四
千
円

一
一
補
正
後
の
予

算
額

ー
国
民
健
康
保
険

補
正
後
の
予
算
額
一

.

一

一
一
一
一
一

O
、

三
七
五
千
円

・
・

一
.
E

特
別
会
計

一

六
、

三
四
O

、

八
八
四
千
円
一

主
な
補
正
の

内

容
は
次
の
と
お
一
財
政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
で
一

回
公
共
下
水
道
特
別
会
計

り
で
す
。

一
補
正
予
算
額
一

O
町
民
運
動
場
付
替
水
路
等
工
事

一

一
八

、

四
五
五
千
円

一

会

管
渠
布
設
工
事
な
ど
で



補
正
予
算
額
一

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

二
O
凹
、
九
五
五
千
円
一
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る

補
正
後
の
予

算
額

一
法
律
が
平
成
十

一
年
三
月

三
十

一

一
、

三
七
七
、
四
六
八
千
円
一
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴い、

一
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

一
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の

(可
決
)

一
般
議
案

一O
平
成
十
一
年
度
県
費
補
助
事
業

一
北
方
中
央
線
道
路
改
良
工
事
請

。
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
部
改
正
に
つ
い
て

一契
約
金
額

六
九
、
三
O
O
千
円

国
家
公
務
員
の
俸
給
月
額
等
の
一

事

業

量

幅
員
四
メ
ー

ト
ル
、

改
正
に
伴
い
、
本
川
の
職
員
も
同
一
改
良
延
長

三
三
O
メ

様
に
改
正
す
る
も
の

(可
決
)

一

l

ト
ル

O
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

一
工
期

平
成
十

一
年
十

二
月

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
十
八
日
か
ら
平
成
十

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
者
へ
一

二
年
三
月

二
十
八
日

の
期
末

・
勤
勉
手

当
等
の
支

給
に
一
ま
で

関
す
る
改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職
一
契
約
方
法

指
名
競
争
入
札

員
も

同
様
に
改
正
す
る
も
の
一

契
約
の
相
手
方

(可
決
)

一

川
内
町
大
字
南
方

二
一
九
O
番

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

一
地
三

日
進
建
設
株
式
会
社

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

一

(
可
決
)

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

一O
平
成
十
一
年
度
簡
易
水
道
等
施

い
て

一

設
整
備
事
業
問
屋
・
大
屋
敷
飲

国
家
公
務
員
の
育
児
休

業
者
へ

一
料
水
供
給
施
設
工
事
請
負
変
更

の
期
末

・

勤
勉
手
当
等
の
支

給
に
一

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

関
す
る
改
正
に
伴
い
、
本

町

の
臓
一

三
、

三
一
七

、

五
O
O
円
増
額

員
も

同

様
に
改
正
す
る
も
の
一
し

、

一
O
四

、

二
七
五
千
円
で
変

(可
決
)

一
更
契
約
す
る
も
の
(可
決
)

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

一
O
平
成
十
一
年
度
公
共
下
水
道
事

一
業
日
|

補
管
渠
工
事

④
請
負

一

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
三

、

三
四
五
千
円
減
額
し

、

七

一
六、

四
五
五
千
円
で
変
更
契
約
す

一
る
も
の
(可
決
)

一一報
告

一
O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報

一
告

一
継
続
審
査
と
な

っ

て
お
り
ま
し

一
た
十
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

一
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
を

一
受
け
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま

一
し
た。

一
室
我
=
ヨ
語
義

一
=

=
=
ロ
E
E
'
2
3
=
=
一
ロ

一
O
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

一
の
設
置
に
つ
い
て

一
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と

一
と
な
り、
十

一
名
の
委
員
を
選
任

一
し
ま
し
た。

一
O
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
の

一
設
置
に
つ
い
て

一
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と

一
と
な
り
、
十

一
名
の
委
員
を
選
任

一
し
ま
し
た

。

2000年 1 月かう「成人の日」と
「体育の日」が第2月曜日に固定されます

「成人の日 J を 1 月 、 「体育の日」を 10月 の各々第 2
月曜日とする改正祝日法が2000 (平成 12 ) 年 l 月か ら 施

行されます。

毎年決まったH寺期に連休になることから、主に次のよ

うな効果が期待できます。

・ゆとりある生活スタイルの実現

・ボラ ンテ ィ ア活動など、余暇活動の充実

・地域の活性化および経済波友効果 など

連休を利用した旅行の増

加などか ら 、今後10年間の

経済効果予測は、平均で約

5 ，200伯、円と試算されてい

ます。( (l!~)余暇開発センタ

ー調査) 。

-E萌1雷~j~;:樹倒11詣薗圃

HAPPY MONDAY 

(祝日三連休化推進会議作成)

広報かわうち
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町政ニュース@.⑬3
申
告
書
は

自
分
で
書
い
て

お
早
め
に

確
定
申
告
の
納
税
相
談

の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

税
務
署
で
は
確
定
申

告
書

、

収

支
内
訳
書
な
ど
提
出
書
類
に
つ
い

て
ご
自
分
で
作
成
し
、
郵
送
で
提

出
さ
れ
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た

、

ご
自

分
で
確
定
申
告

書
を
作
成
さ
れ
る
方
の
た
め
に

、

下
記
日
程
で
記
載
方
法
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す

。

(
原
則
と
し
て
、
従
来
の
よ
う
な

納
税
相
談
の
個
別
通
知
は
行
い
ま

せ
ん
。

無
申
告
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

)

申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
郵
送
で

O
ご
自
身
の
記
帳
に
基
づ
い
て
、

確
定
申
告

書
を
自
分
で

作
成
し
て

み
ま
し
ょ
う

。

同
封
し
て
い
る
「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
等
を
参
考
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う

。

な
お
、
申

告
書
は
、
税
務
署
ま
で
持
参
し
な

く
て
も
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
結
構
で
す
。

O
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

書
・

収
支
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に

つ
い
て

、

ご
自
分
で
作
成
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

税
務

署
等
に
用
意
し
て
い
る

「確
定
申
告
の
手
引
き
」
、
「
収
支

内
訳
書
一
の
書
き
方
」
な
ど
を

参
考

に
、

ぜ
ひ
ご
自
分
で
申
告

書
等
を

正
し
く
作
成
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
申

告
書
は
郵
送
で

提
出
さ
れ
て
も

結
構
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
、
3

月
羽

田
掛
川
ま
で

O
所
得
税

・

消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
お

早
め
に

所
得
税
や
個
人

事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
し

た
。

こ
の
シ
ー

ズ
ン
、
税
務

署
は
大
変
混
み
合
い
ま
す

。

お
早
め
に
確
定
申
告
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は

、

郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も

で

き
ま
す
。

所
得
税
・
・
・
・
・
・
・
・
・

3

月
日
日

嗣
ま
で

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

・・
・
・3

月

白
日

悩
ま
で

士曇 所 期 間 受付時間 内 空谷ヂロ

川内町役場 2 月 21 日 (月)
午前 9 時~ 11 時 所得税、消費税 ・地方消

別館会議室 2 月 22 日以j
午後 1 時~4 時 費税、贈与税の申告書類

等作成指導

※時間、担当者 、

松山税務署 2 月 16 日 (水) 地域などの指 ※申告書はご自分で記載
松山市若草町

から 定はありませ していただきます。
4-3 

3 月 15 日休) ん 。
若草合同庁舎

(注) 所得税の還付申告書は 1 月 から受け付けています。

+
立
リ

円
M
H
H

2

月
初
日
凶
午
前
m
l

日
時

(
受付

9

時
却
分
)

口
場
所

川
内
保
育
園

口
内
容

閉
会
式

、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

反
省
会

口
日お

子
さ
ん
と

一
緒
に
遊
ん
だ

り
、

お
母
さ
ん

同
士
お
し
ゃ

べ
り

し
た

り
し
て

お
友
達
が
増
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。

今
回
が
今
年
度
最
後
の
会
と
な

り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

広報かねうち

の
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要
介
護
認
定
の
申
請
書

は
、
住
所
地
に
提
出
す
る

こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す

。

現
在
、

町
外
の
病
院
に
入
院
中
、
ま
た
老

人
保
健
施
設
に
入
所
中
の
方
で

川

内
町
に
位
所
の
あ
る
方
は
、
川
内

町
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す

。

川

内
町
に
要
介
護

認
定
申
請
を

し
認
定
を
受
け
た
場
合
で
も
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
業
者

は
、
町

内
外
を
問
わ
ず
ご

自
分
で

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的

A 
次のようなときは 、 必ず14 日以内に届

け出てください。

[問い合わせ先]

川内町役場福祉謀保険係

箇 966-2223

[ 国保にはいるとき >
に
ど
の
よ
う
な
事
業
所
が
、
ど
ん

な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る

の
か

、

な
か
な
か
分
か
り
に
く
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で

、

在
宅
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は

、

介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
が
そ
う
し
た
情

報
も
提
供
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

相
談
を
し
な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
を
立
て
て
行
く
こ
と
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

- 他の市区町村ーか らlIli入してきたとき

・ 職場の健康保険をやめたとき

・ 職場の健康保険の被扶養者からはずれ

たとき

・ 子どもが生まれたとき

・ 生活保護を受けなくな っ たとき

・ 外国人がはいるとき

[ 国保をやめるとき >

山
間
部
に
住
ん
で
い
る

場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な

ど
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

敬
遠
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
す
か

。

現
在

、

訪
問
介
護
(
ホ
l

ム
へ

h
、

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)
を
提
供

d

し
て
い
る

川
内
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
は

、

今
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
外
の
訪
問

介
護
を
提
供
す
る
事
業
所
を
選
択

し
た
場
合
に
は

、

遠
隔
地
と
な
る

た
め
交
通
費
を
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

川

内
町
役
場
福
祉
課
介
護
保
険

係
(
宙
9
6
6

・

2
2
2
3
)

Q2 
- 他の市区町村 に転出するとき

・ 職場の健康保険にはいっ たとき

・ 職場の健康保険の被扶養者になったと

き

・ 国保の被保険者が死亡したとき

・ 生活保護を受けるようになったとき

・ 外国人がやめるとき

2月の要介護認定
の受付は、

南方東と南方酉です

ぬ

高木、竹之鼻、板戸、斉院之木、

森、茶堂、北八幡、八幡、道向、

曲里、吉久

- 退職者医療制度の対象になったとき

・ 市区町村内で住所が変わっ たとき

・ 世帯主や氏名が変わったとき

・ 世帯を分けたり、 一緒にしたとき

・ 出かせぎや長期の旅行に行くとき

・ 修学のために別に住所を定めるとき

・ 保険証をなくしたとき

(あるいは汚れて使えなくなったとき )

広報かわうち
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著い女匪の健康講座
月 日 講義の 内 容 E昔 師

実抜
インストラクター

2 月 3 日 『エアロビクスでリフレッシュ』
井門恵理子先生休) 調理実習 (ダイ工ッ卜食)

実技
アトリエアンシャ卜レス2 月 1 5 日 『ア口マテラピー
疋田 琴美先生~オイルマッサージ~jω 

調理実習 (ストレス予防食)

講義
管理栄養士2 月 29 日 『見直しましよう家族の食生活j
白石敬子先生 |ω 調理実習 ( / 'iランス食)

~ , 

ついて

母a

16歳~39í哉の女性

午前 9 11守30分~ 12時30分 (受付 9 時 ~)

川 内 IIIJ 健康センター

健康手IIIJ~ 、 エプロン 、 筆記用具

2 月 3 1:1 は、運動のできる服装とシューズ

託児サービスあり 。 お子さんの昼食も用意し

ます。

- 対象
・時間

・場所

・ 持参品

- その{也

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

あなたを待っている人がいます
~骨髄パンクに登録を~

川内町では清掃センターのダイオキシン類測定を毎

年実施しており 、 11 年 11 月に実施した調査結果をお知

らせします。

焼却施設からの排出ガス中のダイオキシ ン類の排出

濃度は 、 1 m3中17ナノグラムで、 1m3中80ナノ グラム以

下という環境基準を下回っていました 。 なお 、 10年12

月に実施した時の結果は31 ナノグラムでした。

これは今年度よりダイオキシン類排出抑制対策とし

て電気集塵機ヘ活性炭入り消石灰を使用し、発生した

ダイオキシン類を活性炭に吸着させ電気集塵機で回収

を行っている結果だと思われます。

町では今後も施設の適正管理に努めていきます。 ご

家庭におかれましでも、次のようなことを守っていた

だき、ダイオキシン類を出さないようお願いします。

(※ 1 ナノグラムは 10億分の 1 グラムです。)

毎
年
六
O
O
O
人
の
方
が

、

突

然
、

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に

か
か
っ
て
い

ま
す
。

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
」

と
い
う
あ
な
た
の

善
意
が

、

白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧

'm
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

全
国
で
ド
ナ
l

登
録
三
O
万
人

を
目
標
に
、
骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
パ
ン
ク
登

録
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、

二
O
歳
か
ら
五

O
歳
ま
で
の
健
康
な
方
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

広報かわうち

-
骨
髄
パ
ン
ク
登
録
窓
口

愛
媛
県
骨
髄
デ
l

タ
セ
ン
タ
ー

(箇
9
7
3

・
0
7
0
0

)
ま
で

な
お

、
開

設
日
は
月
曜
日
と
水

曜
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す

。

事
前

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

。

l ごみを焼却する場合、法令で定められた構造

を持つ設備を用いて、適正な管理によリ行わな

ければなら，ないため、野焼きやドラム缶のよる

な簡易な焼却炉で燃やさないこと 。 特にプラス

チックなど塩素系の製品を燃やさないこと。

(野焼きは禁止されています 。 周りの人の迷惑

にもなりますのでやめて く だ さ い 。 )

2 リサイ ク jレに努められ、ごみを出さない、燃

やさないライフスタイルヘ転換すること。

3. 環境に配慮した 、ダイオキシン類の発生しに

くい製品を選んで購入すること 。

なお 、 今年4月より 、 ごみの再資源化及び焼却施設の

ダイオキシ ン類排出抑制の目的で、 ごみを今より細か

く分別して出していただ く よう計画しておりますので、

ご協力よろしくお願いします。

箇966 - 4989

。

[問い合わせ先] 清掃センター



大西町長の式辞

誓いのこ と ば 砂

新成人代表

松末晃生 さん

‘ 記念品贈呈
新成人代表

菊池政子 さ ん

一
月
十
日
、
中
央
公
民
館
で
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

H

大
人
の
仲
間
入
り
二
し
乞
祝
う
成

人
式
に
は
、
新
成
人

二
二

名
が

出
席
。

大
西
町
長
の
式
辞
、
記
念

ノ
ノ
ノ時

口
問
贈
呈、

来
賓
祝
辞
の
あ
と
新
成

ι

+
-中
J捻

人
を
代
表
し
て
松
末
晃
生
さ
ん
が

-一
=ロ

二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た

。

式
典
終
了
後
は

、

中
央
公
民
館

前
で
記
念
撮
影

、

大
ホ
i

ル
で
茶

話
会
が
行
わ
れ

、

ひ
さ
し
ぶ
り
に

再
会
し
た

友
と
旧
交
を
温
め
て
い

ま
し
た

。

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん
|

|

国
民
年
金
加
入
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト
f

一
月
十
日
は
成
人
の
日
、
大

人
の

仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ

ん
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

皆
さ
ん
は
、

二
十
歳
に
な
っ

て
何
か
ら

始
め
ら
れ
ま
す
か

。

晴
れ
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な

ど
様
々
な
権
利
と
と
も
に

義
務

も
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

例
え
ば
、
国
民
年
金
の
加
入

も
そ
の

一
つ
で
す
。
二
十
歳
と

同
時
に
加
入
し

、

保
険
料
を
納

め
る
こ
と
も
大
切
な
義
務
で

す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中

心

に
若
い
世
代
が
保
険
料
を

納
め

る
こ
と
に
よ
っ
て

、

お
年
寄
り

の
年
金
を
支
え

、

ま
た
皆
さ
ん

の
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な

く
、

万
一
の
事
故

・

病
気
に
対

し
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ

た
ば
か
り
の

皆
さ
ん
は

「年
金
な
ん
て
遠
い

将
来
の
こ
と
:
・

」
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
が

、

ち
ょ
っ
と
考
え

て
く
だ
さ
い

。

人
は
誰
で
も
年
を
と
り
ま

す
。

も
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
か
っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

「備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
と
お

り

、

そ
の
時
に
な

っ

て
慌
て
ぬ

よ
う
に
若
い
時
か
ら
準
備
し
ま

l
レ
よ
、
っ。

二
十
歳
に
な

っ

た
あ
な
た

、

今
す
ぐ
川
内
町

役
場
で
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

，
込

白
、

。

ム

E

'
v

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
役
場
福
祉
課
年
金
係

(箇
9
6
6

・

2
2
2
3

)

ま
で

ぬ
広報かわうち
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‘ 親としτc;)学習会
12月 11 EI 、 川 内 111"1高校生父母の会と 川内 IIIJP T A連合会

共催の“親としての学習会"が仁!こl央公民t!l~で、開催されまし

た。

学習会では、秘めだるま企画 ・ 編集室長の小倉くめ先生

の「美しき誤解」と題した講演が行われ、 「障害者でも 、

子どもでも周りの人があまり“転ばぬ先の杖" にならない

ように」と聴衆に語り

かけていました。• • • •••••••••••••••••• 

1 2 月 12 日 、 1 1サ日:公民館を起点にウ

すークラ ー大会が行われました。

27制 76 ;'f:1 が参加した大会の結果は

左のとおり

です。

第15固ウォーワ
弓"一大会

冷
え
た
体
に
あ
り
が
た
い

婦
人
会
の

H

い
も
が
ゆ
u

d
司
サ
ー
ビ
ス

-ウオークラリー大会結果

小学生 組 一般組 家 B実 組

松浦大輝 池川昭子 高橋佳子 ! 佐伯弥生

第 1 位 児島 貴信 野中アイ子 高橋員幸 : 佐伯美穂

成川 智康 杉原トヨ子 高橋 公子 i 佐伯 売

松田ゆか 田島 9 柿原千代文

第2位
和泉元阿弥 田島シゲ子 柿原秀文

菅野里美

片山 恵里

=評雄太 山本 健喜 菅野雄介

第3位 佐伯雄太 成川秀和 菅野有夏

成川晃平 菅野栄治

花
里
夢

…
一

講
座

之
肉
に

陸
橋
完
成
1

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
則

之
内

の
陸
橋
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し

、

早
速

、

東
山
〈
口
小
学
校
の

児
童
ら
が
通
学
等
に
利
用
し
て

い
ま
し
た

。

12 月 13 日 、花に関心のある

農村女性が集まり、花里夢講

座が開催されました 。

講座では 、 前半に「農業農

村をい きいきと 川内のまち

づくり」と題した大国Ilrj 長の

講演が、後半には会場を移し

て、松山中央地域農業改良普

及センター喜安興さんの指導で17 せ植えづくりが行われました。

広報かわうち

の
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‘ 第11固元旦健康マ弓ソン大会
2000年の元旦に行われた第11回元旦健康マラソン大会には、

|町内外から 443人が参加。 高須賀正憲さんファミリーの選手宣

誓のあと 、 3 . 5 . 10kmの各コ ースに分かれてスタート 。

本格的に走る人、ゆっくり走る人 、 歩く人など、参加者がマ

イペースで完走 (歩)し、心地よい汗をかいていました。

大会の上位入賞者は表のとおりです。

f今年は 、 ボランティアスタ ッ フの協力で大会l
i運営がスム ー ス、 でした 。 ごくろうさまでしたj

ぬ
湯
で

ヲ
レ
也
ン
ト

力メラレポート
圃圃 11111111111 ILU  

企
選
手
宣
誓

一

高
須
賀
正
憲
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

(
竹
之
鼻
)

お
正
月
か
ら
に
ぎ
わ

っ
て
い
た
さ
く

ら
の
湯

で
は

、

来
館
し
た
子
ど

も
た
ち
に

抽
選
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
れJ
E

子
ど
も
た
ち
は
、
思

わ
ぬ
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
大

喜
び
で
し
た
。

クラス日IJ 氏 名 クラス別 氏 名 クラス別 氏 名

3 1 位 鈴木辰徳 5 11:立 佐伯寿典 10 1 位 今井幹也
km km km 
コ コ コ

2位 弓立哲大 2位 亀岡正次 2位 二宮史雄
ス ス ス

男 31:立 宮崎太郎 男 3位 井上 義隆 男 3位 鈴鹿将樹

3 1 位 藤本小百合 5 11:立 織田光穂 10 11:立 織田千愛
km km km 
コ コ コ

1 1 2位 弓立紗耶加 21:立 坂元美砂 2位 大原恭美
ス ス ス

女 3位 石丸知津 女 31:立 三瀬いづみ 女 3位 向井智春

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

三世代爽涜会
仲ぷし運動会

恒例となりました三世代交流会が、 1 月 8 日、

中央公民館で行われました。 子どもからお年寄り

まで約 180人が参加した交流会では、ごみの出し

方に I~jする !日Hm を解くゲームや伝言ゲーム、お楽

しみ抽選会など

が行われ、 三世

代がお互いに知

恵を出し合い、

語り合い 、 笑い

合うとても楽し

いひとときでし

七
草
が
ゆ

た 。

• 
l 月 7 EI 、仁|コ央公民館で

「七草がゆを食べるっと

し、j が開催されました。

花の会ボランテ イア主f

でで、行われたつとJしい、には 、 約

1 50人が訪れ 、 “ )"j 病を |徐

く"といわれる七草がゆを

味わっていました。

ぬ

春の七草を展示

広報かわうち



TOWNTOPICS 

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ

く

方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満

一
歳
お
め
で
と
う

」

な
ど
の
ほ
か
身
近

な

話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

宮
9
6
6

・

2
2
2
2

滑
川
の

大
門
松

今
年
も
滑
川
に
帰
省
す
る
人
の
た
め

に
大
門
松
が
滑
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場

前
の
県
道
端
に
飾
ら
れ
ま
し
た

。

地
域
お
こ

し
グ

ル
ー

プ
一「

141・
)11 
ふ
る

さ
と
塾
」
が
四
年
前
か
ら
行

っ
て
い
る

こ

の
門
松
さ
つ
く
り
に
は、

塾
生
八
人
が

材
料
を
持
ち
寄
り

一
日

が
か
り
で
作
り

上
げ
ま
し
た
。

二
千
年
の
記
念
す
べ
き
年
と

.

.

 

い
う
こ
と
で

、

い
つ
も
の
年
よ

.

.
 

り
高
い
八
メ

ー
ト

ル
の
ノ
ッ
ポ

・
圃
圃

な
門
松
と
な
り
ま
し
た

。

圃
-
圃

こ
の
門
松
は

、

「
賀
正
よ

・
園

う
お
か
え
り
'
た
な
も
し
」
の
横

圃
圃

断
幕
と
と
も
に

、

帰
省
す
る
人

i

A

た
ち
を
や
さ
し
く迎
え
て
い
ま
伊瞥

し
た
。揚

神
社
の

大
注
連
縄

十
二
月

二
十
九
日
、

揚
神
社
で
大
注

連
縄
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

こ
の
大
注
連
縄
は

、

地
元
有
志
の
方

が
自
分
た
ち
で
作
り

、

奉
納
し
て
い
る

も
の
で
す
。

大
注
連
制
を
飾
り
つ
け
た
後

、

有
志

の
方
た
ち
は

、

今
年
の
で
き
具
合
に
つ

い
て
話
し
合

っ
て

い
ま
し
た

。

-・・ 婦人会かち ・
今、交通事故の多発で、尊い命を失

ってい ます。 家庭の安全管理者であ

る私たちは 、 子どもに対する交通安

全教育や 、 地域において交通安全運

動を進める上で 、 大きな役割を来た

していきましょう 。

0交通安全地域母親活動指導者養成

講習会

・日 時

(代
)

川
内
吟
社

一
月
例
会
報

息
か
け

て
山
恨
め
る
琴
爪
初
稽
古

初
空
へ
き
り
り
と
瓜

の
刺
さ
り
け
り

宣
作
の
瑞
兆
な
ら
ぬ
今

朝
の
雪

も局
一
軽A7
生
さ

む
と

記
し

初
日

記

婿
殿
と
酌
み
交
し

け
る
年
酒

か
な

屋
敷
神
札
る
狭
庭
や

実

万
両

と

め
と

な
く

天
利
落
す
牡
丹
雪

九
り
ゐ
る

石

鎚
山

の
初
日

か
な

降
る
雪
や

禽
も
見
え
ぬ
え
木

山

2 月 4 EI ~\') 

131時30分 ~ 15 11も 30分

川 内 IIIT 中央公民館

第 l 会議室

pJT - 場

02月のボカシづくり

・日 時 2 月 271:]( EI ) 141時 ~

・場所 川内町中央公民館

大ホール

ごみの減量 、 健康野菜づくり、 美

しい花づくりをいたしましょう 。

広報かわうち

池
川

M司
谷

3ま主

車台

治
子

内長
田

庭

古
向
瀬

昭
…
キ
キ

高
須
賀

清
江

菅
野

斗
清

近
11)奈

千
春

ぬ

，也
)11 

7)<. 

4忌

和
田

幸
子

，也
)11 

明
谷

0中予地域赤十字奉仕団研修会

・日 時 2 月 24 EI (木:) 10 1日j' ~

・ 場所 松山市稲千!I:センター



TOWNTOPICS 

郵
便
局
で

年
賀
出
発
式

元
日

一恒
例
の
年
賀

出
発
式
が
関
係
者

を

集
め

、

た
。

川
内
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま
し

出
発
式
の
後

、

年
賀
状
を
携
え
た
郵| 出発式であいさっする大西町長 i 

使
局
員
ら

が
、
関
係
者
に
見
送
ら

れ
な

が
ら

、
年
賀
状
を

待
つ
家
庭
へ
と
出
発

l
レ
ま
JF
1
し
れ
~。

2
0
0
0
年
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

中
央
公
民
館
前
面
の

壁
面
に

、

「祝

•..•••......•.....•........•. 

2

0
0
0

年
」
と
い

、
つ
イ
ル

ミ
、

不
l

シ

ヨ

ン
が
登
場
し
ま

し
た
。

こ

の
イ

ル
ミ
ネ

ー

シ

ョ

ン
は

、

中
央

公
民
館
の
青
年
学
級
が
例
年
行
っ
て
い

る
ク

リ

ス
マ
ス
ツ

リ
ー

の
イ
ル

ミ

ネ
l

ヨ

ン

を
変
更
し
て

作
っ

た
も
の
で
す
。

十
二
月
下
旬
に
点
灯
し

、

一
月

末
ま

で
点
灯
す
る
予
定
で
す

。

けんた

健太くん
(2月 10日生)

食欲旺盛な健太<ん。
心身ともに健康に育っ てね。

(父 母より )

来月号は、 3月生まれの満
1 歳児を募集します 。 2 月 5
日までに役場総務課広報係ま
で写真とコメン卜をお寄せく
ださい。

支7申

杉原

川
柳
も
づ
く
吟
社

一
月
例
会
報

風
下
で
見
た
の
が
不
連
出
和
式

十
円
で
色
々
無
埋
を
初
詣
で

初
日
の
出
拝
む
山
良
し
海
も
よ
し

初
春
の
財
布
が
ロ
を
開
け
た
が
り

ト
ラ

ブ
ル
も
無
く
て
初

日
に
手

を
合
わ
せ

神
前
に
銘
酒
供
え
て
初
諮
り

初
雪
に
上
け
底
フ

l

y

泣
か
さ

れ
る

景
気

よ
く
初
荷
が
走
る
二
千
年

初
春
は
皆
ん
な
笑
顔
の
ま
ま
い
拘
い

数
の
子
へ
食
へ
す
嫌
い
の
若
い
人

初
売
り
に
景
気
を
そ
え
る
一
禍
袋

初
歩
5

子
守
の
祖
母
の

気

が
疲
れ

初
競
り
に

'
」
祝儀
相
場
花
の
市

ミ
レ
ニ
ア
ム
世
界
が
沸
い
た

二
千
年

喜
撰
亭

明
怖
心

山松 E子菅
本同中 E子

華
凸
水

岳
友

義
国

じ
・
、

z
y

-
-
5
A

‘

一ヌ
~

平
岡
深
舟

高
須
賀
両
府
一

都
築
を
品
目
ハ
子

岡
本
武
士

山
本
ひ
ろ
志

一
高
岡
紫
温

篠
森
美
登
里

佐
ヤ
木
胡
舟

渡
部
佐
久
良

高一

瀬
喜
撲
を
{丁

ぬ

三
月
例
会
御
案
内

日
時

三
月
四
日
午
後
七
時
よ

り

場

所

中
央
公
民
館

宿

題

お
茶

・

達
者

・
運

(読
み
込
み
)

新
し
い
年
、
新
し
い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

広報かわうち



インフォメーション

園県
営
住
宅
入
居
者

国
募
集

口
申
込
み
受
付
期
間

平
成
ロ
年
2

月

7

日

間
か
ら
2

月

M
日

開
ま
で
の
期
間

(
た
だ

し
、
土
・
日

・

祝
日
を
除

く
)

8

時
却
分
か
ら
げ
時
ま
で

口
受
付
場
所

付

城
北
・
城
西
地
区

、

城
東

地
区

、

城
南
地
区

松
山

市
北
持
田
町
1

3
2

番

地
松

山
地
方
局
建
設
部
建

築
指
導
課
県
営
住
宅
係

(箇
9
4

1

・
1

1

1

1

内
線
4
4
3

)

ω

伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
2
6
9

番
地

松
山
地
方
局
伊
予
土
木

事
務

所
用
地
管
理
課
(

箇
9
8

2

・
1

2
0
5

)

口
抽

選
日

平
成
ロ
年
3

月
1

日

同

口
補
欠
入
居
募
集
団
地

O
城
北
・
城
西
地
区

松
風

・

松
翠

・

朝
美

・

梅
津

寺
・

潮
見
・
鹿
峰

・

中
須
賀

O
城
東
地
区

構
辺

・

栴
の
本

・

天
神

・

牛

測
・
吟
松

・

久
米

・

三
町

O
城
南
地
区

和
泉

・

石
井

・

西
石
井

・

森

、
‘
ヘ
ず
十
九

w
n
ド

山
爪v

n
仰
立
口

O
伊
予
地
区

伊
予

・

伊
予
第
二

・
新
川

口
新
築
入
居
募
集
団
地

牛
淵
団
地

(
募
集
戸
数3
L

D
K
5

戸
、

車
椅
子
住
宅
1

戸
)

一人
権
相
談
所

+
守

2
月
2

日

同

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地
・
借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

、
体
罰

、

交

通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、
人
権
擁
護
委

員

口
日

午
前
m
i

ロ
時

-
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

-教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月
・
火

・

水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
i

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

階教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育

上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た

は
保
護
者

・
関
係
者
か
ら
の

相

点
火

一
-
一
-
n
H

口
相

談

員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

。
(
無料
・

秘
密

厳
守
)

口
電
話
相
談

箇
9
6
6

・

6

1

5
0

相交
談通
事
故
笹

料

口
月 相

金 談
11程 日
1:1 

9

時
加
分
か
ら

同
時
刊
八
刀
ま
で

口
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日
目
時
か

ら

同
時
ま
で

口
電
話
相
談

菌
9
4

5

・

2
3
3
5

口
相
談
場
所

松
山
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ

ン
タ
ー
(
松
山
市
花
園
町
1

の

3

日
本
生
命
松
山
市
駅
ピ
ル
)

広報かわうち

園省
資
源
・
住
民
活

圃動
推
進
大
会

+
立
リ

円
u
n
H

2

月
凶
日

附

口
日

3

土
寸
O

子
、

・
っ

1
i
H

円
J
J
f
，

刀
ι

4

日
時
却
分
ま
で

ぬ

口
場
所

愛
媛
県
松
山
地
方
局
7
F

大
会

議
室
(
松
山
市
北
持
田
町
1
3

2
)
 

口
内
容

・

講
演
「
資
源
循
環
型
社
会
を
目

指
そ
、
つ!
」

講
師

側
愛
媛
県
産
業
廃
棄
物

協
会
会
長
真
鍋
光
義

-

活
動
優
良
者
(
団
体
)
の
表
彰

式
-

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク

ー
ル

表
彰
の
伝
達
式

-

省
資
源

・

省
工
、
不
ル
ギl

の
事



インフォメーション

例
発
表

口
問
い
合
わ
せ
先

参
加
ご
希
望
の
方
は

、

次
の
と

こ

ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

参
加
料
は
、

無
料
で
す
。

愛
媛
県
松
山
地
方
局
県
民
生
活

諜

(担
当

五
十
嵐

、
松
田

自
9
4
6

・

3
7
0
0
)
ま
で

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の

う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い

。

圃・・・・

一
斉
美
化
清
掃

「寸

百競第
走 8
大回
会川
内
駅
伝

主
寸4

日
μ

2
月
日
日

間

午
前
9

時

午
前
9

時
却
分

午
前
日
時

受

付

開
会
式

ス
タ
ー
ト

口
場
所

川
上
小
学
校

口
対
象

一
般
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

中
学
生

口
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

(箇
9
6
6

・

4

7
2

1

)
ま
で

一レ
ク
バ
レ
|
大
会

口
日

土
寸

n
M
H戸

2

月
初
日
間

午
前
8

時
却
分

午
前
9

時

口
場
所

川
内
町
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

ほ
カ

口
対
象

町
内
体
育
施
設
利
用
者

口
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員

会
(
箇
9
6
6

・

閉
会
式

試
合
開
始

4
7
2

1

)
ま
で

園公
庫
融
資
の
返
済

E条
件
変
更

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
返
済
が

著
し
く
困
難
な
場
合

、

家
計
の
実

情
に
応
じ
て
返
済
期
間
延
長
の
措

置
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は

、

住
宅
金
融
公
庫
四

国
支
店

(箇
0
8
7

・
8
2
5

・

0
5
1
1
)
 まで

お
田
川
馴

一冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

身
の
回
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無

駄
を
チ
ェ
ッ
ク
し

、

省
エ
ネ
で
ス

マ
1

ト
な
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ

、
つ
ノ。

O
省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
暖
房
中
の
室
温
は
初
度

以
下
に

設
一{
疋
をf

-

②
不
必
要
な
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を

控
え
ま
し
ょ
う
f

①
暖
房
機
器
の
つ
け
っ
放
し
を
控

、
え
宇
品
、
し
ょ

、
つ
1

・

④
お
風
呂
は
お
湯
が
冷
め
な
い
う

ち
に
連
続
し
て
入
浴
し
、
シ

ャ

ワ
ー
は
効
率
的
に
使
い
ま
し
ょ

、
「
ノ，ー

⑤
不
必
要
な
テ

レ
ビ
の

つ
け
っ
放

し
を
控
え
ま
し
ょ
う
f

⑥
電
気
製
品
の

主
電
源
が
入
り
つ

放
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

⑦
給
湯
温
度
を
高
め
に
設
定
し
て

ま
せ
ん
か
っ
食
器
洗
い
に
使
用

す
る
お
湯
の
温
度
を
5

度
低
く

ー
し
宇
今
し
ょ
、
つ
。

③
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
?
詰
め
込
み
す
ぎ
る

と
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

余
分
な
電
力
を
消
費
し
ま
す

。

①
必
要
の
な
い
と
き
も
照
明
を
つ

け
っ

放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん

か
?
照
明
を
こ
ま
め
に
消
灯
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。“身の回りのエネルギー

の無駄をチェック! " 

ぬ

.2月ごみの収集目・
清掃センタ 電話 966-4989

1 もえるごみ

収集曜日 収集地域 収集変更日又は収集休止日

東谷 ・ 西谷

月・木 土谷・滑川 ・ 奥松瀬川 変更なし
骨」

天神 (山田団地を除く )

火 ・ 金
北方東・北方西 2月 11 日聞は

週 南方東 ・ 南方西 2月 12 日仕)に収集

水・土
町西・町東 (天神を除く )

変更なし
山田団地・4黄灘団地 ・前松瀬川

2 .もえないごみ・有資源回収

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷・西谷

土谷・滑川 ・奥松瀬川 2月 14日(月) 2月 28 日(月) 2月 14日(月)

天神 (山田団地を除く )

北方東・北方西
2月B日ω 2月22日ω 2月 1 5日ω

間方東・南方西

町西・町東 (天神を除く )

山田団地・横灘団地 2月9日休) 2月 23日付くj 2月 16日休)
前松瀬川

\ご --' 

広報かわうち



健康センターか5

2周
-健康センター fi'966 ・2191

置自閉』首長m杢週

O乳幼児相談

日 時 毎週水曜日

午前i 9 時 ~ 12時

場所 fZl!:J.来センター 1 1暗

内容 身体計ìWJ、育児相談
持参品 母子健康手11長

0育児相談

日時 2 月 24 日 (木)

受付午前 9 時 ~ lOlI~j

場所 健康センター 1 1惜

対象児 平成10年 12月、 平成11年

l 月、平成11 11三 7 、 8 月

生まれの乳幼児

(生徒 6 、 7 カ月児・ l

歳 1 、 2 カ月児)

内容 身体計ìWJ ，発達チ ェック 、

保健指導、栄養指導

持参品 母子健康手1 1様、 ア ンケー

ト (事前に送付します )

0育児学級

日 時 2 月 24 日 (利

受付午後 l 時 ~ 21 1寺

・E草原主主・

場所{辿康センター 1 1街

対象児 平成11年 3 . 4 月、 平成

11年 1 0 . 11 月生 まれの

乳児

(生後 3 、 4 カ 月児. 10 、

11 カ 月児)

内容 身体計ì!!lJ ， 発達チ ェッ ク 、

小児科 診祭、保健指導 、

栄養指導

持参品 母子健康手帳、 アンケー

ト (事前に送付します)

-IfHIl1.!ùfaヨ・

0いきいき健康講座

「脳卒中 について」

日 時 2 月 18 日 (1必

午後 11時30分 ~ 3 n寺

場所川内IIIJ 健康センター

講 師 愛綬大学医学部日i，ijflll経外科

大旧信介先生

国国~~~:悶・

0こころの健康相談

精神的に不安定だっ たり 、 お年寄

りの痴呆等の相訟をお受けしてい

ま す 。

日 時 2 月 8 EI (刈

受付 午前 911寺 ~ 121時

場所 健康センター及び

家庭訪問

(注) 予約制ですので 、 事前に保

ftk~j ま で ご連絡 く だ さし、 。

日 日寺 対象児と注意事項

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
種混 2 月 2 日 ωJ

* 百 日 ぜき にかかっ たことがある方は二極混合 ( ジフテ
午後 2 11寺 - 311寺 リア 、 破傷風) を受付で 11，1 し出てください。

Eコ

ツ 2 月 1 5 日 以d
3 カ月 - 4 歳の者

* 2 EI 後、ツ ベルク リン 反応判定をします。
反 午後 211寺 - 3 11寺 * 入浴は控えてくださし、。

B 2 月 171ヨ (本)
3 カ月 - 4 歳の者

C ※ツベルクリン反!む判定を行い 、 陰性の者のみ BCG を
G 午後 2 U寺 - 3 時 f支援 します。

風 2 月 29 日 (刈
I 歳 - 7 歳 6 カ月 の者
※ M l\Il R (風疹 ・ 麻疹・おたふくかぜ) を受けている方

疹 午後 2 11守 - 311寺 は 、 受ける必要がありません。

。場所 健康センデ- 21街

。持参品 母子他山手帳、 子 l'lj篠{íf\手帳 、 体 i l lJt 7ì. j

ぬ

生活習慣病予防週間 2パ ~217

0健康相談 ・ 栄養相談

血圧測定 、 尿検査を行っています。 健康に

関する ことはお気11珪にご相談ください。

日 時 毎週水曜日午前 9 時 ~ 12時

場所 健康センタ- 1 1靖運動指導室

0滑川健康相談

日 時 2 月 18EI 倹)

場所 ìífj 上 11 11寺 ~ 12時

生前改善センター

13時30分 ~ 14時30分

九 月奇 1 511寺 ~ 16Jl寺

-"1.l'aJ_ 
理学療法士に よる機能回復の訓練を行っ て

います。

日 時 毎週水曜日午後 1 11寺 - 3 1時
場所 ガリラヤ荘

( i主) 申 し込みが必要ですので 、 保健婦まで

ご連絡くださし、。

-I,r .• ・・111・-
実施 日 2 月 9 日 (~G

場所・時間

役場別館前 9 1 1寺30分~ 12 f時

三 ìm*j~機(株) 13 1l寺 30分~ 16 11も

z."m~"週ali$.... 't-t同l~""lIIII
日 時 毎週月曜日

午前 8 時30分 ~ 10時

ー 場所 健康センター

持参品 印鑑 、 登録をしている犬は鑑札、

予防接種済票

由主E民間医書(診療時間午前B時30分~午後5時30分)

日 当番医 住所 電話

6日 ( 日 )
北上靖博 松山市 975-3753 

整形外科 "1リト 111]

1 1 日 (祝)
愛媛十全医療

JII 内 IIITJ半'î 7J 966-5011 
学院付属病院

13日 ( 日 ) くぼた内科
松LLi市 970-0011 
北総本 II[J

20日 ( 日 ) 中 川 病院 松LL! rli
南粉本 II[J・

27日 ( 日 ) 宮内病院
tL~ LLi TI� 975-0091 
北110:本 11日

広報かわうち
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表紙の写真
今年から祝日法の改正で l 月 10 日開催となっ

た成人式。
祝2000年の横断幕 ( イルミネーシ ヨン ) が掲

げられている中央公民館前で、の記念掠影では 、

新成人の!須も輝いて見えました。

町の動き ( 1 )二J 1 日現在 )
人 口 1 1 , 1 74 人 (- 1 3人)

男 5 ， 27 9 人 (- 9人 )

女 5 ， 89 5 人 (- 4人 )

世帯数 3 ， 822戸 (+ 3戸)

戸籍の窓
(12月受付分 ・ 敬称111告)

カお誕生おめでとうございます

住所 保護者 名前 生年月日

'1' 之 IIIJ 'j'l!J'i' *ljlí~比 lカヒ- di>1/b 11.23 

I!lj キIl 田 1 1 民 J:.: iZt弘- JHl11G1 11.23 

k 相11 i良部只芯 芙 1坤II'Xみ 11.2� 

iT l淀 之本 利 UI 高広 よ1:1し ~か4 12. 2 

i~: w. 波自1\ j;l�-' ニ見ヴ 付} t1 f 12. " 

F 東 功?è れIAI，Z 、 A，f1s、二 12.22 

婦
人
運
動
家

H

城
ノ
ブ
μ

広
報
十
月
号
に
掲
載
し
た
婦
人
運
動
家

H

城
ノ

ブ
H
が
写
っ

て
い
る

(右
か
ら

二
人
目

)
貴
重
な

写
真
で
す
。

写
真
の
場
而
は

、

お
そ
ら
く

附
和
三
十

一
年
、

神
戸
婦
人
同
情
会

(城
ノ
ブ
の
施
設
)
を

、

昭
和

天
白
1

・

4
日
間
陛
下
が
ご
訪
問
に
な

っ
た
時
の
も

の
と
思
わ
れ
ま
す

。

写
真
の
中
に
は

、

当
時
八
十
五
歳
の

ノ
ブ
が
、

紋
付

・

袴
で
杖
を
た
よ

り
に
両

陛
下
を
お
出
迎
え

す
る
姿
が
写
っ

て
い
ま
す
。

(写
真
提
供
渡
部

家
寄
矧
民
俗
資
料
よ
り

)

な
つ
か
し
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
l

役
場
総
務
説
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月 日 世 帯 主

I llj 之官!I/ 藤 田 (ら 5� 11.26 IJ半 111

ガ リ ラヤ ;1\ 松本 /� 89 12. 3 ね:イ入 -&i1: 
�lj '1' 十 J ! '井 1 1.)þJf 8'1 12. 5 ri)1 l1.jtJk 

ガリラヤ ;i-\ '1' -klll f.~i: ~~J T 86 12. 8 Ij"}:1II ,,'.nMj j' 
J比例1 !J'j'- H:-:j' 92 12. 8 rl ll ~' i' 弘!と

川 之|人l 高須賀ヤス コ 90 12. 9 i'::j ~nn 'i;Y 1 : )二

J芭 F'J 昔里j'- .'fllR 62 12.10 'i'�: ~'i' ,'í 1Ii1 
11[j r l ' 十 j d支部ヨシノ 89 12.10 iJ主 ~t/) ね lit

卜 之 111 1 ;J I 上 �8 12.10 )/:1 

'1' 之 III J 松木芳春 8� 12.12 松本芳毎
ガリラヤ ;1\ ~ 'T- cl:J 準: 82 12.12 ~'r'I' 見:..:("-主

IんT、 i6~ 古1，キヨ j 69 12.12 l'支部女 il
'1' 之 IIJ J 位:下 7&;; 史 40 12.13 松|、芯 1よ!

カリフヤ ;ii 管イマヨ 92 12.16 官 イマヨ

J\、 中需 渡部 ; 亡f- 71 12.28 彼自1， i ，'; 美

コ
ン

ービ
ュ

ー

タ
西
暦
二

千
年
問
題
で

始
ま
っ

た
平

成
十
二
年

。

役
場
の
対

策
本
部
で
ヘ

ッ

ド
ラ
ン

プ
を
身
に

着
け

、

準
備
万
端
で
臨
ん
だ
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン

。

何
ご
と
も
な

く
新

年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

H

何
ご
と
も
な
く
吋

で
済
ま
な

か
っ

た
の
が
成
人
式
。

全
国
各
地

で
若
者
の
暴
走
が
報
じ
ら
れ

、
年

を
追
う
ご
と
に
過
激
に
す
ら
な

っ

て
き
て
い
る
よ
う
に

思
う

。

成
人
の
日
は
“
大
人
に
な
る
"

と
い
う
意

味
を
新
此
人
は
も
ち
ろ

ん
、

周
り
の
大
人
た
ち
も
改
め
て

探
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
日
と
な

っ

た
よ
う
に
思
う
。

ぬ

編集j} 11内町総務課

干 791 - 0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TE L (089) 966-2222 
印刷/アマノ印刷
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の色灰e
h
υ
。

枝
す
な
ま

h
υ
fし

細
て
の
つ
キ
覆
ヤ
を

企
ケ
空

4 このケヤキのもとには、旧直瀬越
の道標があり、「左、善城寺右、
直;頼道」となっています。

• 

• 

• 

. 
• • 

• • • • ・ . 
• • 
-. 

• 

• 
• • . • 

・.・ . . • 
-. 

「
け
や
け
き
木
」
こ
れ
を
ケ
ヤ
キ
(
楳
)
の
語
源

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す

。

す
ぐ
れ
た

、

す
ば
ら
し
い
木

と
い
う
意
味
で
す
が
、
井
内
の
六
地
蔵
の
ケ
ヤ
キ
は

、

そ
の
枝
ぶ
り
が
み
ご
と
で
す
ば
ら
し
い
。

井
内
の
北
問
の
バ
ス
停
を
右
に
折
れ

、

し
ば
ら
く
行

く
と
こ
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
に
出
合
い
ま
す

。

胸
高
幹
周

。

井
内
六

地
蔵
の
ケ
ヤ
キ

四
メ
ー

ト
ル

、

高
さ
十
五
メ
ー

ト

ル
で
、
大
き
な
岩
の

上
に
ど
っ
し
り
と
し
た
根
張
り
を
見
せ
て
い
ま
す

。

根
元
か
ら
空
を
見
上
げ
る
と
、
業
を
落
と
し
た
枝
が

ま
る
で
血
管
の
よ
う
に
無
数
に
伸
び
、
灰
色
の
空
を
覆
っ

て
い
ま
す
。

荒
涼
と
し
た
冬
の
風
景
の
中
に
立
つ
ケ
ヤ

キ
の
姿
は

、

と
て
も
神
秘
的
で
す
。
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